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【手続補正書】
【提出日】平成28年8月8日(2016.8.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動局の動作のための方法において、
　基地局から共通（ｃｏｍｍｏｎ）基準信号（ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ）を受
信する段階と、
前記共通基準信号に基づいて前記基地局に第１フィードバック（ｆｅｅｄｂａｃｋ）を送
信する段階と、
　前記基地局から移動局－特定（ｓｐｅｃｉｆｉｃ）基準信号のための構成に関する情報
を受信する段階と、
　前記移動局特定基準信号を受信する段階と、
　前記移動局特定基準信号に基づいて前記基地局に第２フィードバックを送信する段階と
、を含み、
　前記移動局特定基準信号のための構成は前記第１フィードバックに基づいて決定される
ことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記移動局特定基準信号を受信する段階は、
　追加的チャネル状態情報を必要とする前記移動局及び前記基地局からの要求のうち１つ
に応じて行われることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第２フィードバックは、前記移動局と前記基地局と間の各チャネルに対する推定さ



(2) JP 2015-532039 A5 2016.9.29

れた到来角、出射角及びチャネル利得を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１フィードバックは、選好されるビームインデックス及びランクパラメータを含
み、
　前記第２フィードバックは、瞬時的なチャネル情報に対応し、基底帯域プリコーダ及び
チャネル状態情報を含むチャネルパラメータを含むことを特徴とする請求項１に記載の方
法。
【請求項５】
　基地局において、
　トランシーバと、
　前記トランシーバを介して共通（ｃｏｍｍｏｎ）基準信号（ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉ
ｇｎａｌ）を移動局に送信し、前記トランシーバを介して前記共通基準信号に基づいて前
記移動局からの第１フィードバック（ｆｅｅｄｂａｃｋ）を受信し、前記トランシーバを
介して移動局特定（ｓｐｅｃｉｆｉｃ）基準信号のための構成に関する情報を前記移動局
に送信し、前記トランシーバを介して前記移動局特定基準信号を送信し、前記トランシー
バを介して前記移動局特定基準信号に基づいて前記移動局から第２フィードバックを受信
するように構成された処理回路と、を含み、
　前記移動局特定基準信号のための構成は前記第１フィードバックに基づいて決定される
ことを特徴とする基地局。
【請求項６】
　前記移動局特定基準信号の送信は、前記移動局からの要求に応じて行われることを特徴
とする請求項５に記載の基地局。
【請求項７】
　前記第２フィードバックは、前記移動局と前記基地局との間の各チャネルに対する推定
された到来角、出射角及びチャネル利得を含むことを特徴とする請求項５に記載の基地局
。
【請求項８】
　前記移動局特定基準信号の送信は、追加的なチャネル状態情報に対する前記基地局の必
要に応じて行われることを特徴とする請求項５に記載の基地局。
【請求項９】
　前記第１フィードバックは、選好されるビームインデックス及びランクパラメータを含
み、
　前記第２フィードバックは、瞬時的なチャネル情報をに対応し、基底帯域プリコーダ及
びチャネル状態情報を含むチャネルパラメータを含むことを特徴とする請求項５に記載の
基地局。
【請求項１０】
　前記第１フィードバックは、前記共通基準信号の送信及びランク指示子（ｉｎｄｉｃａ
ｔｉｏｎ）に使用されたビームの１つ以上のインデックスから選択される少なくとも１つ
の選好ビームインデックスを含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記移動局特定基準信号は、前記チャネルで短期（ｓｈｏｒｔ　ｔｅｒｍ）変動を推定
するために送信されることを特徴とする請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記移動局特定基準信号は、前記第１フィードバックに基づいて選択されたサブセット
（ｓｕｂｓｅｔ）を有する移動局への空間方向のサブセットを介して送信されることを特
徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記移動局特定基準信号は、多重ストリーム（ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ｓｔｒｅａｍ）の送
信に使用される基底帯域プリコーディングを推定するために送信されることを特徴とする
請求項１に記載の方法。
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【請求項１４】
　前記第１フィードバックは、前記共通基準信号の送信及びランク指示子（ｉｎｄｉｃａ
ｔｉｏｎ）に使用されたビームの１つ以上のインデックスから選択される少なくとも１つ
の選好ビームインデックスを含むことを特徴とする請求項５に記載の基地局。
【請求項１５】
　前記移動局特定基準信号は、前記チャネルで短期（ｓｈｏｒｔ　ｔｅｒｍ）変動を推定
するために送信されることを特徴とする請求項５に記載の基地局。
【請求項１６】
　前記移動局特定基準信号は、前記第１フィードバックに基づいて選択されたサブセット
（ｓｕｂｓｅｔ）を有する移動局への空間方向のサブセットを介して送信されることを特
徴とする請求項５に記載の基地局。
【請求項１７】
　前記移動局特定基準信号は、多重ストリーム（ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ｓｔｒｅａｍ）の送
信に使用される基底帯域プリコーディングを推定するために送信されることを特徴とする
請求項５に記載の基地局。
【請求項１８】
　移動局装置において、
　トランシーバと、
　前記トランシーバを介して基地局から共通（ｃｏｍｍｏｎ）基準信号（ｒｅｆｅｒｅｎ
ｃｅ　ｓｉｇｎａｌ）を受信し、前記トランシーバを介して前記共通基準信号に基づいて
前記基地局へ第１フィードバック（ｆｅｅｄｂａｃｋ）を送信し、前記トランシーバを介
して前記基地局から移動局－特定（ｓｐｅｃｉｆｉｃ）基準信号のための構成に関する情
報を受信し、前記トランシーバを介して前記移動局特定基準信号を受信し、前記トランシ
ーバを介して前記移動局特定基準信号に基づいて前記基地局に第２フィードバックを送信
するように構成された処理回路と、を含み、
　前記移動局特定基準信号のための構成は前記第１フィードバックに基づいて決定される
ことを特徴とする移動局装置。
【請求項１９】
　前記移動局特定基準信号の受信は、
　追加的チャネル状態情報を必要とする前記移動局及び前記基地局からの要求のうち１つ
に応じて行われることを特徴とする請求項１８に記載の移動局装置。
【請求項２０】
　前記第２フィードバックは、前記移動局と前記基地局との間の各チャネルに対する推定
された到来角、出射角及びチャネル利得を含むことを特徴とする請求項１８に記載の移動
局装置。
【請求項２１】
　前記第１フィードバックは、選好されるビームインデックス及びランクパラメータを含
み、
　前記第２フィードバックは、瞬時的なチャネル情報に対応し、基底帯域プリコーダ及び
チャネル状態情報を含むチャネルパラメータを含むことを特徴とする請求項１８に記載の
移動局装置。
【請求項２２】
　前記第１フィードバックは、前記共通基準信号の送信及びランク指示子（ｉｎｄｉｃａ
ｔｉｏｎ）に使用されたビームの１つ以上のインデックスから選択される少なくとも１つ
の選好ビームインデックスを含むことを特徴とする請求項１８に記載の移動局装置。
【請求項２３】
　前記移動局特定基準信号は、前記チャネルで短期（ｓｈｏｒｔ　ｔｅｒｍ）変動を推定
するために送信されることを特徴とする請求項２２に記載の移動局装置。
【請求項２４】
　前記移動局特定基準信号は、前記第１フィードバックに基づいて選択されたサブセット
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（ｓｕｂｓｅｔ）を有する移動局への空間方向のサブセットを介して送信されることを特
徴とする請求項１８に記載の移動局装置。
【請求項２５】
　前記移動局特定基準信号は、多重ストリーム（ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ｓｔｒｅａｍ）の送
信に使用される基底帯域プリコーディングを推定するために送信されることを特徴とする
請求項１８に記載の移動局装置。
【請求項２６】
　基地局の動作のための方法において、
　共通（ｃｏｍｍｏｎ）基準信号（ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ）を移動局に送信
する段階と、
　前記共通基準信号に基づいて前記移動局からの第１フィードバック（ｆｅｅｄｂａｃｋ
）を受信する段階と、
　移動局特定（ｓｐｅｃｉｆｉｃ）基準信号のための構成に関する情報を前記移動局に送
信する段階と、
　前記移動局特定基準信号を送信する段階と、
　前記移動局特定基準信号に基づいて前記移動局から第２フィードバックを受信する段階
と、を含み、
　前記移動局特定基準信号のための構成は前記第１フィードバックに基づいて決定される
ことを特徴とする方法。
【請求項２７】
　前記移動局特定基準信号を送信する段階は、前記移動局からの要求に応じて行われるこ
とを特徴とする請求項２６に記載の方法。
【請求項２８】
　前記第２フィードバックは、前記移動局と前記基地局と間の各チャネルに対する推定さ
れた到来角、出射角及びチャネル利得を含むことを特徴とする請求項２６に記載の方法。
【請求項２９】
　前記移動局特定基準信号を送信する段階は、
　追加的チャネル状態情報に対する前記基地局の必要に応じて行われることを特徴とする
請求項２６に記載の方法。
【請求項３０】
　前記第１フィードバックは、選好されるビームインデックス及びランクパラメータを含
み、
　前記第２フィードバックは、瞬時的なチャネル情報に対応し、基底帯域プリコーダ及び
チャネル状態情報を含むチャネルパラメータを含むことを特徴とする請求項２６に記載の
方法。
【請求項３１】
　前記第１フィードバックは、前記共通基準信号の送信及びランク指示子（ｉｎｄｉｃａ
ｔｉｏｎ）に使用されたビームの１つ以上のインデックスから選択される少なくとも１つ
の選好ビームインデックスを含むことを特徴とする請求項２６に記載の方法。
【請求項３２】
　前記移動局特定基準信号は、前記チャネルで短期（ｓｈｏｒｔ　ｔｅｒｍ）変動を推定
するために送信されることを特徴とする請求項２６に記載の方法。
【請求項３３】
　前記移動局特定基準信号は、前記第１フィードバックに基づいて選択されたサブセット
（ｓｕｂｓｅｔ）を有する移動局への空間方向のサブセットを介して送信されることを特
徴とする請求項２６に記載の方法。
【請求項３４】
　前記移動局特定基準信号は、多重ストリーム（ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ｓｔｒｅａｍ）の送
信に使用される基底帯域プリコーディングを推定するために送信されることを特徴とする
請求項２６に記載の方法。
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